
ＰＴＳ（私設取引システム）のシェア
（上場銘柄の取引金額に占める割合）
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ＰＴＳの沿革

 1998年12月 証券取引法の改正で「取引所集中義務」が撤廃

 2010年 7月 日本証券クリアリング機構 (JSCC) でのＰＴＳの清算・決済が開始

 2010年 3月 ダークプールでの取引が、規制でＴｏＳＴＮｅＴ（取引所取引）かＰＴＳへ

 2010年10月 ＰＴＳでの空売り注文の取扱が開始

 2011年 大和証券、ＧＭＯ、マネックス、カブドットコム各社がＰＴＳ業務を終了

 2012年 4月 日本証券業協会のガイドラインが変更で、取引所のシステム障害時に、
ＰＴＳが運営を継続可能に

 2012年10月 ＰＴＳでの取引を５％ルール（公開買付規制）適用除外へ

※ダークプールとは、証券会社が提供するサービスで、証券会社内のシステムで投資家
の売買注文を付け合わせて取引を行う方法。取引参加者が匿名で価格や注文量などの
取引内容が外部から見えにくいことからダークプールと呼ばれる。匿名性の高い取引が
可能。注文情報の匿名性が確保されていること等に加え、約定率や約定単価の改善が
期待できるため、近年では市場が拡大している。（野村証券ＨＰより）



日本におけるＰＴＳの意義
（2015年3月時点の状況）

取引所
ＰＴＳ

（取引所の代替市場）

代替取引機能

【取引の優位性】

呼値の細分化

夜間取引等、取引時間の柔軟性

取引高速化対応

【取引所と同一の方向性】

発注数量全体を秘匿したい

ＨＦＴ対応

【取引の改善】

取引所：ＴＯＲＩＸ100銘柄呼値を細分化
（2014年1月、7月）

発注・取引方法を工夫

【課題】

信用取引が出来ない

値幅のブレを小さくしたい

ＰＴＳが存在するこ
とで、証券会社の
実質的な最良執行

が可能に

【ＨＦＴを利用しない機関投資家ニーズ】


